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５
月
８
日
に
開
催
し
た
５
月

臨
時
会
で
は
、
特
別
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
件
な
ど
の
条
例
案

２
件
を
可
決
し
た
ほ
か
、
公
立

大
学
法
人
秋
田
公
立
美
術
大
学

の
中
期
目
標
を
定
め
る
件
な
ど

の
単
行
案
５
件
を
可
決
・
承
認

し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
市
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
を
求
め
る
件
な
ど
の
人

事
案
６
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

前ま
え　

川か
わ　

重し
げ　

明あ
き  

氏（
再
任
）

越え
ち　

後ご　

俊と
し　

彦ひ
こ  

氏（
新
任
）

公
平
委
員
会
委
員

檜ひ　

森も
り　

利と
し　

光み
つ  

氏（
新
任
）

山や
ま　

本も
と　

尚
し
ょ
う　

子こ  

氏（
新
任
）

監
査
委
員

髙た
か　

井い　

宏こ
う　

司じ  

氏（
再
任
）

三み　

浦う
ら　
　
　

清
き
よ
し  

氏（
再
任
）

６
月
定
例
会
で
は
、
正
副
議

長
の
選
挙
、
常
任
委
員
、
議
会

運
営
委
員
の
選
任
を
行
っ
た
ほ

か
、
秋
田
市
公
立
大
学
法
人
支

援
基
金
条
例
を
設
定
す
る
件
な

ど
の
条
例
案
９
件
、
単
行
案
７

件
、
補
正
予
算
案
４
件
を
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
市
監

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
件
な
ど
の
人
事
案
２

件
に
同
意
し
ま
し
た
。

高
齢
者
コ
イ
ン
バ
ス
事
業

拡
充
準
備
経
費

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
、

高
齢
者
コ
イ
ン
バ
ス
事
業
の
対

象
年
齢
（
現
行
満
70
歳
以
上
）

を
満
68
歳
に
引
き
下
げ
て
実
施

す
る
た
め
、
資
格
証
明
書
の
事

前
交
付
等
を
行
い
ま
す
。

390
万
円

八
橋
運
動
公
園
第
２
球
技
場

人
工
芝
整
備
事
業

八
橋
運
動
公
園
第
２
球
技
場

を
、
現
在
の
ク
レ
イ
か
ら
人
工

芝
に
改
修
し
ま
す
。

１
億
４
千
850
万
円

6月定例会の概要5月臨時会
６月４日～６月25日５月８日

議
長
に
選
任
さ
れ
大
変
光
栄
で
名
誉
で

あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
責
任
が
両
肩
に
重

く
の
し
掛
か
り
、
気
を
引
き
締
め
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
中
央
と
の
経
済

格
差
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
い
ま
す

が
、
常
に
前
向
き
に
、
希
望
を
持
っ
て
進

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
今
年
度
は
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
来
年
度
は
国
民

文
化
祭
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
、
秋
田
市
民
の
親
し

み
深
い
暖
か
さ
を
全
国
に
広
め
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

議
会
と
執
行
機
関
が
協
力
し
、
市
民
参

加
の
も
と
で
明
る
い
市
政
に
す
る
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
て
議
会
運
営
に
当
た
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

を
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
に
よ
る
ご
推
挙

を
い
た
だ
き
副
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と

と
も
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
国
、
地
方
を
問
わ
ず
抱
え
る
行

政
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
本
市

に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
、
雇
用
の
創

出
等
々
、喫
緊
の
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

け
る
生
活
の
現
場
で
、
日
々
市
民
の
声
を

身
近
に
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
会
機
能
の
活
性
化
に

向
け
一
層
の
努
力
を
続
け
る
べ
き
と
の
意

を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
い
さ
さ
か
な
る
経
験
か
ら

﹁
誠
心
一
路
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
議
長
の
補

佐
役
と
し
て
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鎌
か ま

田
た

　修
しゅう

悦
え つ

　議長

平成15年から連続3期
当選。 これまで総務委
員会委員長、 議会運営
委員会委員長等歴任
現在67歳

相
あ い

場
ば

  金
き ん

二
じ

 副議長

平成 7 年から連続 5 期
当選。 これまで決算特
別委員会委員長、 建設
委員会委員長等歴任
現在81歳

新
し
い
議
長
、
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

議 

長 

に 

鎌
田　

修
悦  

氏

副
議
長
に 

相
場　

金
二  

氏

を
選
出

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

予　

算

人　

事

主
な
議
案
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秋
田
市
公
立
大
学
法
人
支
援

基
金
条
例
を
設
定

公
立
大
学
法
人
秋
田
公
立
美

術
大
学
の
健
全
な
運
営
等
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公

立
大
学
法
人
支
援
基
金
を
設
置

す
る
た
め
、
条
例
を
設
定
し
ま

し
た
。

施
行
期
日  

25
年
７
月
１
日
か
ら

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

齊さ
い　

藤と
う　

善ぜ
ん　

悦え
つ  

氏

小お

の野
寺で

ら　
　
　

誠
ま
こ
と  

氏

堀ほ
り　

井い　

明あ
け　

美み  

氏

監
査
委
員

鳥と
り　

井い　
　
　

修
お
さ
む  

氏（
新
任
）

人
権
擁
護
委
員

長は

せ

べ

谷
部　

正ま
さ　

直な
お  
氏（
新
任
）

溶
融
施
設
大
規
模
改
修
事
業

経
年
劣
化
に
よ
り
主
要
機
器

の
更
新
等
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
溶
融
施

設
の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
ま

す
。

事
業
期
間　

平
成
25
〜
27
年
度

総
事
業
費　

21
億
６
千
700
万
円

　
　
　
　
　

５
億
３
千
万
円

県
市
連
携
文
化
施
設
整
備

検
討
経
費

老
朽
化
が
進
む
県
民
会
館
と

文
化
会
館
を
将
来
的
に
県
市
連

携
で
再
編
整
備
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
検
討
委
員
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
、
県
と
共
に
構
想

素
案
策
定
に
向
け
た
検
討
を
行

い
ま
す
。

362
万
７
千
円

６
次
産
業
化
支
援
施
設
整
備

基
本
計
画
策
定
経
費

旧
農
業
試
験
場
跡
地
に
整
備

す
る
園
芸
振
興
拠
点
施
設
内
の

加
工
施
設
に
つ
い
て
、
６
次
産

業
化
普
及
・
促
進
の
た
め
、
そ

の
機
能
拡
充
に
向
け
た
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

250
万
円

大
森
山
公
園
整
備
事
業

大
森
山
自
然
動
物
公
園
整
備

構
想
に
基
づ
き
、
動
物
園
入
退

園
口
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、（
仮

称
）
大
屋
根
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
ま
す
。

整
備
内
容　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
休

憩
コ
ー
ナ
ー
等

２
億
１
千
674
万
円

風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成
事
業

妊
婦
に
対
す
る
風
し
ん
の
感

染
を
抑
制
す
る
た
め
の
緊
急
対

応
と
し
て
、
対
象
と
な
る
市
民

に
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一

部
又
は
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

妊
娠
を
予
定
又
は
希

望
す
る
女
性
（
19
歳
か
ら
49
歳

ま
で
の
方
）・
妊
婦
の
夫

助
成
額　

接
種
費
用
の
う
ち
、

５
千
円
を
上
限
と
し
て
助
成

２
千
464
万
６
千
円

総合環境センター

人　

事

条　

例

議案に対する会派別の表決状況
５月臨時会の結果

件　　　　　　名
秋
水
会
⒀

市
民
ク
⑸

希　

望
⑸

公
明
党
⑷

共
産
党
⑷

フ
ォ
21
⑶

社
・
市
⑵

護
・
わ
⑴

市
民
み
⑴

議決
結果

市　
　

長　
　

提　
　

出

◆ 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する件
◆ 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正す

る件
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

◆ 秋田市国民健康保険税条例の一部を改正する専決処分について承認を求
める件

◆ 秋田市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改
正する専決処分について承認を求める件

◆ 秋田市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成および活性
化に係る固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する専決処分
について承認を求める件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
承認

◆ 公立大学法人秋田公立美術大学が徴収する料金の上限に関する認可の専
決処分について承認を求める件 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

◆ 公立大学法人秋田公立美術大学の中期目標を定める件 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 可決
◆ 秋田市教育委員会委員の任命について同意を求める件（２件）
◆ 秋田市公平委員会委員の選任について同意を求める件（２件）
◆ 秋田市監査委員の選任について同意を求める件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意

◆ 秋田市監査委員の選任について同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

（　）内の数字は所属議員数。ただし、秋水会は議長を除く。

※共産党の所属議員は４人ですが、臨時会で１人欠席がありました。
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6月定例会の結果

件　　　　　　名
秋
水
会
⑿

市
民
ク
⑸

希　

望
⑸

公
明
党
⑷

共
産
党
⑷

フ
ォ
21
⑶

社
・
市
⑵

護
・
わ
⑴

市
民
み
⑴

温　

修
⑴

議決
結果

市　
　

長　
　

提　
　

出

◆ 秋田市議員報酬、報酬等の額およびその支給方法に関する条例の一
部を改正する件 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○

可決

◆ 秋田市職員給与条例の一部を改正する件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◆ 秋田市短期大学運営等基金条例を廃止する件
◆ 秋田市公立大学法人支援基金条例を設定する件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

◆ 秋田市市税条例の一部を改正する件
◆ 秋田市国民健康保険税条例の一部を改正する件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆ 地方独立行政法人市立秋田総合病院評価委員会条例を設定する件 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○
◆ 秋田市子ども福祉医療基金条例を設定する件
◆ 秋田市商工業振興条例の一部を改正する件
◆ 市道路線を廃止する件
◆ 市道路線を認定する件
◆ 化学消防ポンプ自動車を買い入れる件
◆ 消防ポンプ自動車を買い入れる件
◆ 秋田市公設地方卸売市場会計への繰入額を変更する件
◆ 秋田市大森山動物園会計への繰入額を変更する件
◆ 秋田県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約の一部変更
　 に関する件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆ 平成25年度秋田市一般会計補正予算（第１号）の件 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○
◆ 平成25年度秋田市公設地方卸売市場会計補正予算（第１号）の件
◆ 平成25年度秋田市大森山動物園会計補正予算（第１号）の件
◆ 平成25年度秋田市一般会計補正予算（第２号）の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆ 秋田市監査委員の選任について同意を求める件 ○ ○ ○4
除1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意
◆ 人権擁護委員の候補者の推薦について意見を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○2

×1 ○ ○ ○ ○

議
員
提
出

◆ 少人数学級の推進、教職員定数の改善等に関する意見書提出の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決

◆ 核兵器全面禁止の決断と行動に関する意見書提出の件 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◆ 年金2.5％削減の中止に関する意見書提出の件 × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × 否決

（　）内の数字は所属議員数。ただし、秋水会は議長を除く。

請
願 ◆ 少人数学級の推進、 教職員定数の改善等に関する意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳　
　
　

情

◆ ドクターヘリの安全運航と県民の安全・安心を守るため米軍機 (F－16と
MV22オスプレイ)の低空飛行訓練中止に関する意見書の提出について × × × × ○ × ○ ○ × ×

不採択
◆ 秋田市役所新市庁舎の再考について × × × × × × × × × ×
◆ 市民サービスの充実と雇用情勢の向上について × × × × ○ × × ○ × ×
◆ 核兵器全面禁止の決断と行動に関する意見書の提出について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

◆ 家庭ごみ有料化の廃止について × × × × ○ ○ ○1
×1 ○ × ×

不採択
◆ 精神障害者保健福祉手帳取得者についての理解を広めるとともに、就

労支援の場をふやし、精神障がい者の社会復帰が進むような環境づく
りについて

× × × ○ ○ ○ × ○ ○ ×

◆ 年金2.5％削減の中止に関する意見書の提出について × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

※会派内で賛否が分かれた場合、賛成（○）と反対（×）の人数を数字で掲載しています。
※「除１」の記載は、除斥により採決に加わらなかった議員が１人いたことを示しています。除斥とは、議会の審議を公正なものとするため、
　議題となった案件と一定の利害関係にある議員を議場から退席させることです。
★略記している会派の名称～「市民ク」は市民クラブ、「公明党」は公明党秋田市議会、「共産党」は日本共産党秋田市議会議員団、

「フォ21」はフォーラム21、「社・市」は社会・市民連合、「護・わ」は護憲・わんぱくの会、「市民み」は市民のみかた

議案、請願・陳情に対する会派別の表決状況

秋田市議会の意見として、国会および関係行政庁に意見書を提出しました。

○少人数学級の推進、教職員定数の改善等に関する意見書
○核兵器全面禁止の決断と行動に関する意見書

議員の表決状況５月市議会臨時会
６月市議会定例会

議会の日程と
議案の結果秋田市議会ＨＰ

各議員の表決状況は市議会ホーム
ページで公開しています。
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答

答

答

答

問問

問

問

　
　

新
規
財
源
の
開
拓
に
つ
い

て
は
、
市
か
ら
発
送
す
る
各
種

封
筒
へ
の
広
告
掲
載
や
本
庁
舎

へ
の
広
告
付
き
案
内
板
の
設
置

な
ど
、
導
入
可
能
な
も
の
か
ら

実
施
し
、
財
源
の
確
保
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
一
定

の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
全
庁
横
断

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
広
告
媒

体
の
価
値
を
高
め
る
、
新
た
な

財
産
活
用
の
方
法
を
探
る
な
ど
、

な
お
工
夫
の
余
地
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
職
員
の

意
識
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
、
新

た
な
発
想
に
よ
る
企
画
提
案
を

受
け
入
れ
る
た
め
の
体
制
整
備

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

教
育
に
関
す
る
危
機
管
理

　
　

教
育
現
場
に
お
け
る
危
機

管
理
に
つ
い
て
、
組
織
的
に
対

応
す
る
体
制
を
教
育
委
員
会
内

に
構
築
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
　

現
在
、
学
校
で
発
生
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
案
に
つ
い
て
は
、

教
育
長
が
先
頭
と
な
り
、
各
課

が
連
携
し
な
が
ら
、
的
確
な
対

応
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

危
機
管
理
に
対
す
る
重
要
性
は

さ
ら
に
増
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
迅
速
で
的

確
な
対
応
が
で
き
る
組
織
の
在

り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

 

行
政
経
営

　
　

新
規
財
源
の
開
拓
に
当

た
っ
て
は
、
常
に
新
た
な
視
点

を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む

姿
勢
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

 

県
市
連
携

　
　

県
都
秋
田
市
に
お
い
て
は
、

県
市
の
連
携
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
今
後
の
具
体
的

な
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
で
す
か
。

　
　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
厳
し
い
経
済
雇
用
情

勢
な
ど
、
複
雑
に
発
達
し
た
社

会
の
中
で
、
県
と
市
は
共
通
の

課
題
を
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
当

た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す

る
マ
ン
パ
ワ
ー
や
財
源
等
の
行

政
資
源
を
共
同
し
て
効
果
的
に

投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
仕
組
み
を
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

認
識
の
も
と
、
園
芸
拠
点
を
整

備
す
る
、
県
都
秋
田
市
食
と
農

業
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(

※
１)

な
ど
、
県
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
公

共
施
設
の
効
率
的
な
維
持
・
運

営
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け

た
観
光
振
興
な
ど
、
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
県
市
連
携
に
よ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
　

市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
議
会
の

賛
成
が
必
要
で
す
が
、マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え

方
は
ど
う
で
す
か
。

　
　

選
挙
に
際
し
て
の
公
約
は
、

政
治
家
が
有
権
者
と
交
わ
し
た

大
切
か
つ
重
い
約
束
で
あ
り
、

そ
の
実
現
に
最
大
限
努
力
す
る

こ
と
は
責
務
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
も
と
よ
り
、
公
約

に
基
づ
く
個
々
の
施
策
を
実
施

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
に

対
す
る
説
明
責
任
を
十
分
に
果

た
し
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

今
任
期
に
お
い
て
も
、
二
元
代

表
制
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
長

と
し
て
、
市
民
を
代
表
す
る
議

会
と
真
摯
な
議
論
を
重
ね
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広告付き秋田市総合案内板

※１　県都秋田市食と農業未来づくりプロジェクト…県が進める新エネルギーを活用した周年農業の実証と
連携しつつ、園芸作物に特化した新規就農者の育成等を図るための振興拠点を整備し、県都の強みを
生かした都市近郊型農業の確立により、秋田市農業の未来を切り開く計画。

市政全般にわたり、９人の議員が質問しました。一 般 質 問

秋　

水　

会

渡わ
た

　
辺な

べ

　
正ま

さ

　
宏ひ

ろ

◇
市
長
の
政
治
姿
勢
◇
行
政
経

営
◇
組
織
・
人
事
◇
ま
ち
づ
く

り
◇
教
育
に
関
す
る
危
機
管
理

◇
新
庁
舎
建
設

市
民
ク
ラ
ブ

相あ
い

　
原は

ら

　
政ま

さ

　
志し

◇
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
◇
県
市
連
携

◇
産
業
施
策
と
雇
用
対
策
◇
除

排
雪
◇
体
罰
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一 般 質 問本会議での質問者順に、質問項目および主な質問と答弁要旨を掲載しています。
掲載する項目と質問は、質問者自身が選定しています。

※２　都市施設…道路、公園、下水道など安全で快適な都市生活と機能的な都市活動に欠かせない公共施設で、
都市としての根幹を形成するもの。

答

答

問

問

問

 

既
存
企
業

　
　

電
気
料
金
の
値
上
げ
は
、

企
業
存
続
に
お
い
て
極
め
て
重

大
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

雇
用
確
保
の
意
味
で
、
東
北
電

力
に
対
し
て
、
本
市
に
立
地
す

る
大
口
需
要
企
業
に
対
す
る
電

気
料
金
値
上
げ
延
期
の
要
請
は

し
な
い
の
で
す
か
。

　
　

東
北
電
力
に
よ
る
値
上
げ

が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
本
市
に

立
地
す
る
大
口
需
要
企
業
は
、

コ
ス
ト
増
加
に
よ
る
利
益
減
少

の
ほ
か
、
海
外
へ
の
移
転
な
ど

に
よ
る
雇
用
環
境
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
県
に
お
い
て
は
、

国
や
東
北
電
力
に
要
請
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
企
業
、
電
力

会
社
お
よ
び
本
市
等
が
参
加
す

る
電
力
安
定
確
保
対
策
検
討
会

議
を
開
催
し
、
中
長
期
的
な
対

応
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
こ
と
を
見
据
え
、

県
と
連
携
し
た
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

雇
用
創
出

　
　

民
間
企
業
に
お
け
る
正
規

雇
用
者
の
増
加
に
向
け
て
、
行

政
が
取
り
組
む
べ
き
と
思
い
ま

す
が
ど
う
で
す
か
。

　
　

本
市
で
は
、
商
工
業
振
興

条
例
に
基
づ
く
雇
用
促
進
助
成

金
の
活
用
に
よ
り
、
平
成
21
年

度
以
降
、
293
人
の
新
規
の
正
規

雇
用
を
創
出
し
て
お
り
、
さ
ら

に
、
非
正
規
雇
用
で
あ
っ
た
方

の
う
ち
、
81
人
の
正
規
雇
用
へ

の
転
換
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
11
月
か
ら
は
、

県
と
市
の
連
携
に
よ
る
緊
急
就

職
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い
て
、

民
間
企
業
が
求
職
者
を
雇
用
し
、

研
修
を
行
っ
た
上
で
正
規
雇
用

す
る
場
合
に
経
費
を
助
成
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
本
市
分

と
し
て
115
人
の
正
規
雇
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本

年
度
、
国
で
は
、
正
規
雇
用
転

換
等
に
対
す
る
事
業
主
の
取
り

組
み
を
促
進
す
る
助
成
措
置
を

実
施
し
て
お
り
、
本
市
と
し
て

も
、
市
内
企
業
へ
の
制
度
の
周

知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
、
国
の
制
度
の
活
用
や
県

と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
市

内
で
働
く
方
々
の
正
規
雇
用
の

維
持
・
創
出
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

 

健
康
支
援

　
　

胃
が
ん
の
早
期
発
見
の
た

め
に
、
本
市
の
胃
が
ん
検
診
の

検
診
項
目
に
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
追
加
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
　

本
市
の
胃
が
ん
検
診
は
、

国
の
指
針
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は

現
在
の
と
こ
ろ
、
指
針
に
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ピ
ロ

リ
菌
感
染
の
有
無
に
よ
っ
て
、

胃
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
状
態

に
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
専
門
家
の

間
で
、
評
価
、
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
国
で
は
、
胃
が
ん

検
診
に
お
け
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
す
る
と
し
て
お
り
、
本

市
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

答

東北電力御所野変電所

 

歳
入
の
確
保

　
　

本
市
に
お
い
て
、
都
市
計

画
税
を
新
た
に
賦
課
す
る
考
え

は
な
い
の
で
す
か
。

　
　

都
市
計
画
税
は
、
市
街
化

区
域
内
の
土
地
お
よ
び
家
屋
だ

け
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

土
地
評
価
額
が
比
較
的
高
い
市

街
化
区
域
内
と
区
域
外
の
税
負

担
に
著
し
い
差
が
生
じ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
税
を

財
源
と
し
て
整
備
さ
れ
る
都
市

施
設(

※
２)

は
、
市
街
化
区
域

に
限
ら
ず
、
市
内
全
域
の
市
民

に
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
が
多
く
、
結
果

的
に
市
民
に
不
公
平
感
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
都

市
計
画
税
を
導
入
し
て
こ
な

か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
今
後
も
導
入
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

希　
　

望

芦あ
し

　
田だ

　
晃あ

き

　
敏と

し

◇
市
長
公
約
◇
自
治
体
運
営
の

あ
り
方
◇
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ

る
雇
用
制
度
改
革
◇
空
き
家
対

策
◇
企
業
誘
致
と
既
存
企
業
◇

学
校
教
育
◇
投
票
率
の
向
上

◇
市
長
の
政
治
姿
勢
◇
産
業
の

育
成
支
援
と
雇
用
の
創
出
◇
市

民
協
働
及
び
都
市
内
地
域
分
権

◇
災
害
対
策
◇
高
齢
者
対
策
◇

救
急
救
命
体
制
の
整
備
◇
健
康

支
援

公
明
党
秋
田
市
議
会

成な
り

　
沢さ

わ

　
淳

じ
ゅ
ん

　
子こ

答 問
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市政全般にわたり、９人の議員が質問しました。一 般 質 問

■   請願・陳情の提出について ………………………………………………………………………………………
　請願書・陳情書は趣旨を具体的に記載し、提出年月日、提出者（代表者）の住所を記載、氏名については
署名または記名押印の上、定例会の招集日の３日前（市の休日は算入しません）の午後５時までに議長あて
に提出してください。ご不明な点は、議会事務局までお問い合わせください。

議会事務局議事課　電話（８６６）２２３３

答

答

答

問

問問

 

放
課
後
児
童
対
策

　
　

児
童
館
利
用
者
の
利
用
時

間
や
目
的
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
利
用
者
の
要
望
な
ど
、
保
護

者
が
放
課
後
児
童
対
策
に
何
を

求
め
て
い
る
の
か
調
査
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用

者
の
要
望
等
は
、国
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
の
取
り
組

み
と
し
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
児
童

館
に
関
す
る
要
望
等
も
、
こ
の

機
会
に
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
児
童
館

の
役
割
や
在
り
方
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

 

学
校
の
施
設
整
備

　
　

学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
目
標
を
定

め
、
改
修
を
進
め
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
は
、
校
舎
の
耐
震
補
強
に
併

せ
て
の
実
施
や
、
学
校
の
事
情

に
応
じ
て
、
随
時
、
進
め
て
き

て
い
ま
す
。
洋
式
化
は
、
生
活

様
式
の
変
化
に
伴
い
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

面
は
小
学
校
低
学
年
用
を
優
先

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
計
画
的

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

 

高
齢
者
コ
イ
ン
バ
ス
事
業

　
　

自
家
用
車
に
よ
る
外
出
は

高
齢
に
な
る
に
従
い
危
険
度
が

増
す
こ
と
か
ら
、
安
全
な
バ
ス

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、

資
格
対
象
年
齢
を
65
歳
ま
で
引

き
下
げ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
　

今
年
10
月
か
ら
実
施
す
る

予
定
の
68
歳
ま
で
の
資
格
対
象

年
齢
の
引
き
下
げ
後
に
、
乗
車

人
員
な
ど
状
況
の
推
移
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

　
　

教
師
の
多
忙
化
を
解
消
す

る
た
め
に
も
、
学
校
給
食
費
の

公
会
計
化
を
行
う
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
検
討
状
況
お
よ
び
実

施
時
期
を
含
め
た
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

　
　

公
会
計
化
に
当
た
っ
て
は
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
よ
り
、

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
な
が
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、

教
育
委
員
会
が
給
食
費
の
徴
収

管
理
業
務
を
実
施
す
る
た
め

の
組
織
体
制
の
構
築
と
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
、
電
算
シ
ス
テ
ム

導
入
コ
ス
ト
な
ど
の
課
題
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
公
会

計
化
の
実
現
の
た
め
に
は
、
こ

う
し
た
課
題
の
解
決
と
、
本
市

に
最
適
な
実
施
形
態
の
検
討
が

必
要
と
な
る
た
め
、
学
校
関
係

者
等
と
の
協
議
も
行
い
な
が
ら
、

公
会
計
化
の
実
施
に
向
け
て
の

素
案
を
早
期
に
作
成
し
、
で
き

る
だ
け
早
い
実
施
を
目
標
に
、

庁
内
外
の
関
係
者
と
の
調
整
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問 答答

小学校の学校給食

 

子
育
て
支
援

　
　

生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し

に
よ
り
、
就
学
援
助
制
度
や
保

育
料
の
免
除
に
係
る
階
層
区
分

な
ど
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
子
育
て
世
帯
に

負
担
増
が
な
い
よ
う
早
急
に
対

応
策
を
示
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
　

平
成
25
年
度
分
の
就
学
援

助
は
、
生
活
扶
助
基
準
の
改
正

後
も
、
現
行
の
対
象
範
囲
の
ま

ま
実
施
し
ま
す
。
平
成
26
年
度

以
降
の
取
り
扱
い
は
、
国
か
ら

基
準
の
改
正
が
示
さ
れ
た
後
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
参
考

と
し
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
保
育
料
は
、
特
に
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
た
世

帯
は
、
生
活
保
護
世
帯
と
同
様

の
取
り
扱
い
が
で
き
ま
す
が
、

そ
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
対

象
者
の
範
囲
や
適
用
期
間
等
を

決
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
内
容

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

日
本
共
産
党
秋
田
市
議
会
議
員
団

鈴す
ず

　
木き

　
　
　
知

さ
と
し

◇
市
長
の
政
治
姿
勢
◇
地
震
対

策
◇
子
育
て
支
援
◇
学
校
の
施

設
整
備

フ
ォ
ー
ラ
ム
21

小こ

　
林

ば
や
し

　
一か

ず

　
夫お

◇
市
長
の
政
治
姿
勢
◇
本
市
の

現
状
認
識
と
今
後
の
対
策
◇
新

庁
舎
建
設
等
◇
総
合
評
価
落
札

方
式
◇
泉
・
外
旭
川
新
駅（
仮

称
）の
設
置
◇
県
市
連
携
文
化

施
設
整
備
◇
現
県
立
美
術
館
の

市
と
し
て
の
活
用
策
◇
高
齢
者

コ
イ
ン
バ
ス
事
業
◇
教
育
行
政
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新
電
力
の
導
入

　
　

市
有
施
設
に
お
い
て
今
後

の
新
電
力
導
入
の
可
能
性
は
あ

り
ま
す
か
。

　
　

新
電
力
導
入
に
当
た
っ
て

は
、
契
約
電
力
に
占
め
る
使
用

電
力
の
割
合
が
一
定
基
準
以
下

に
限
ら
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と

や
、
供
給
能
力
面
で
の
制
約
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体
が
入

札
を
行
っ
て
も
不
落
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
安
価
な
電
力
の
安

定
し
た
供
給
が
可
能
と
判
断
し

た
場
合
は
、
導
入
に
向
け
た
検

討
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

家
庭
系
ご
み
の
有
料
化

　
　

有
料
化
後
の
市
民
意
識
の

変
化
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

護
憲
・
わ
ん
ぱ
く
の
会

倉く
ら

　
田た

　
芳よ

し

　
浩ひ

ろ

◇
市
長
の
政
治
姿
勢
◇
教
育
行

政
◇
社
会
福
祉
法
人
へ
の
指
導

監
査
等
◇
市
が
発
注
す
る
道
路

工
事
◇
情
報
提
供
施
策
◇
市
の

施
設
に
お
け
る
新
電
力（
Ｐ
Ｐ

Ｓ
）の
導
入
◇
家
庭
系
ご
み
の

有
料
化
◇
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
進
出
予
定
◇
県
市

連
携
文
化
施
設
整
備
構
想
◇
公

共
交
通
◇
地
域
の
諸
課
題

答 問問

い
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
う
で
す
か
。

　
　

有
料
化
後
の
家
庭
系
ご
み

一
人
１
日
当
た
り
の
累
計
排
出

量
は
、目
標
値
を
大
幅
に
下
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
ご
み

に
対
す
る
古
紙
類
の
排
出
割
合

が
前
年
度
に
比
べ
て
増
加
し
て

い
る
ほ
か
、
資
源
集
団
回
収
の

古
紙
回
収
量
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
多
く
の
市
民
の

方
々
が
、
ご
み
の
減
量
や
分
別

の
必
要
性
を
理
解
し
、
取
り
組

ん
だ
結
果
で
あ
る
と
捉
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
特
に
ご
み
減

量
情
報
が
伝
わ
り
に
く
い
方
々

を
対
象
に
、
よ
り
き
め
細
か
な

周
知
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

 

地
域
の
諸
課
題

　
　

土
崎
駅
の
電
車
到
着
メ
ロ

デ
ィ
を
港
ば
や
し
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
地
域
要
望
に
対
す
る

考
え
は
ど
う
で
す
か
。

　
　

発
車
メ
ロ
デ
ィ
は
、
大
曲

駅
や
横
手
駅
な
ど
の
駅
舎
新
築

時
等
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て

は
、
電
車
到
着
時
に
独
自
の
メ

ロ
デ
ィ
を
流
す
こ
と
は
行
っ
て

い
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
到
着
メ
ロ
デ
ィ

の
導
入
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

雇
用
の
創
出

　
　

農
業
の
６
次
産
業
化
な
ど

新
た
な
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

に
よ
る
雇
用
の
創
出
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
で
す
か
。
ま

た
、
そ
の
評
価
方
法
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
た
め
、

６
次
産
業
化
を
中
心
に
、
農
産

物
の
加
工
・
販
売
に
取
り
組
む

人
材
育
成
や
地
域
資
源
を
活
用

し
た
商
品
開
発
、
加
工
設
備
に

対
す
る
助
成
等
の
事
業
を
積
極

的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
さ
ら
に
農
産
加
工
品
の

組
織
的
な
販
売
促
進
や
実
践
モ

デ
ル
事
業
の
支
援
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
、
事
業
化
を

促
進
し
な
が
ら
、
所
得
向
上
や

雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。
評

価
に
つ
い
て
は
、
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
経
営
体
の
増
加
数
や
規
模
拡

大
、
農
産
加
工
品
等
の
開
発
状

況
な
ど
、
事
業
期
間
や
内
容
を

総
合
的
に
捉
え
な
が
ら
行
っ
て

い
き
ま
す
。

 

ご
み
処
理
手
数
料

　
　

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
の

決
算
見
込
額
と
そ
の
相
当
額
の

具
体
的
な
使
途
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
手

数
料
と
そ
の
使
途
に
差
額
が
生

じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
処
理
す
る
の
で
す
か
。

　
　

平
成
24
年
度
の
家
庭
ご
み

処
理
手
数
料
収
入
の
決
算
見
込

額
は
約
４
億
５
千
200
万
円
で
あ

り
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基

金
に
歳
入
の
２
分
の
１
の
額
、

約
２
億
２
千
600
万
円
を
積
み
立

て
た
ほ
か
、
ご
み
集
積
所
設
置

費
補
助
事
業
等
に
約
７
千
100
万

円
、
低
炭
素
社
会
の
構
築
に
向

け
た
環
境
施
策
に
約
６
千
800
万

円
、
計
３
億
６
千
500
万
円
を
充

て
て
お
り
、
歳
入
決
算
見
込
額

と
約
８
千
700
万
円
の
差
が
生
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
差
額
に
つ
い

て
は
、
後
年
度
に
お
い
て
、
条

例
の
定
め
の
と
お
り
、
家
庭
ご

み
の
減
量
の
た
め
の
対
策
事
業

そ
の
他
の
環
境
対
策
事
業
に
充

て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
手

数
料
相
当
額
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
予
算
案
の
提
出
お
よ
び
決

算
認
定
の
都
度
、
広
報
あ
き
た

等
で
公
表
し
、
透
明
性
を
確
保

し
て
い
き
ま
す
。

答 答

秋　

水　

会

伊い

　
藤と

う

　
一か

ず

　
榮え

い

◇
市
長
の
公
約
等
◇
再
任
用
制

度
等
◇
農
地
◇
市
街
化
調
整
区

域
の
開
発
行
為

４月₂₄日 議会運営委員会
議会活性化第二
検討会

５月８日 ５月臨時会
 各派会長会議
　　₂₀日 議会運営委員会
 各派会長会議
　　₂₇日 各派会長会議
　　₃₁日 各派会長会議

６月３日 各派会長会議
　　４日 ６月定例会
  （６月₂₅日まで）
 各派会長会議
　　₂₅日 編集委員会

７月₁₀日 編集委員会
　　₁₂日 厚生委員会
　　　　　 （閉会中）
　　₁₇日 編集委員会
　　₂₅日 総務委員会
　　　　　 （閉会中）

議会の動き

問

答 問

答 問

一 般 質 問本会議での質問者順に、質問項目および主な質問と答弁要旨を掲載しています。
掲載する項目と質問は、質問者自身が選定しています。
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市政全般にわたり、９人の議員が質問しました。一 般 質 問

 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
に

つ
い
て
、
要
請
の
基
準
を
設
け

る
な
ど
積
極
策
が
必
要
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
　

秋
田
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、

救
急
搬
送
中
に
医
師
の
観
察
、

処
置
が
必
要
な
場
合
や
搬
送
時

間
の
短
縮
な
ど
、
救
命
率
の
向

上
と
後
遺
症
の
軽
減
が
期
待
で

き
る
場
合
に
、
現
場
に
到
着
し

た
救
急
隊
が
判
断
し
要
請
す
る

こ
と
を
運
用
基
準
と
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
こ
の
基
準
に

よ
る
ほ
か
、
通
報
内
容
か
ら
緊

急
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
救
急
隊
の
到
着
前
に

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
す
る
な

ど
、
よ
り
迅
速
な
対
応
を
取
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も

基
地
病
院
と
合
同
で
事
例
検
討

会
を
行
う
な
ど
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
円
滑
な
連
携
を
図
り
、
高

度
な
救
急
搬
送
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

 

防
災
対
策

　
　

災
害
時
に
児
童
生
徒
の
命

を
守
る
教
育
現
場
の
災
害
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
見
直
し
や
避

難
訓
練
の
取
り
組
み
状
況
は
ど

う
で
す
か
。
ま
た
、
教
育
現
場

に
お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
を

ど
の
よ
う
に
図
る
の
で
す
か
。

　
　

各
校
で
は
、
学
校
に
お
け

る
災
害
対
応
の
指
針
に
基
づ
き
、

防
災
計
画
等
の
見
直
し
を
図
る

と
と
も
に
、
消
防
署
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
、
地
理
的
条
件

や
災
害
規
模
等
を
考
慮
し
た
実

効
性
の
あ
る
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
に

よ
る
被
災
地
訪
問
や
専
門
家
を

招
い
て
の
講
話
会
等
に
取
り
組

む
学
校
も
増
え
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
各
校
の
特
色
あ
る
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
被
災

地
の
学
校
の
校
長
先
生
を
招
い

て
の
防
災
教
育
研
修
会
を
実
施

す
る
な
ど
、
防
災
意
識
の
一
層

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

秋　

水　

会

工く

　
藤ど

う

　
四し

　
郎ろ

う

◇
市
長
２
期
目
の
市
政
運
営
◇

平
成
の
大
合
併
◇
社
会
教
育
の

充
実
◇
結
婚
支
援
◇
工
事
等
の

発
注
◇
観
光
◇
防
災
対
策
等
◇

環
境
対
策

◎は委員長、○は副委員長
（　）は会派名で、「秋水」は秋水会、「市ク」は市
民クラブ、「公明」は公明党秋田市議会、「共産」は
日本共産党秋田市議会議員団、「フォ21」はフォー
ラム21、「社市」は社会・市民連合、「護憲」は護憲・
わんぱくの会、「市み」は市民のみかた

総務委員会
◎今 川 雄 策（秋水）
岩 谷 政 良（秋水）
鳥 井 　 修（希望）
成 沢 淳 子（公明）
伊 藤 巧 一（フォ21）

○伊 藤 一 榮（秋水）
渡 辺 良 雄（市ク）
小野寺 　 誠（希望）
加賀屋　千鶴子（共産）
長 澤 孝 政（社市）

教育産業委員会
◎菅 原 琢 哉（秋水）
齊 藤 善 悦（秋水）
相 原 政 志（市ク）
小 松 　 健（希望）
佐 原 孝 夫（フォ21）

○松 田 豊 臣（公明）
川 口 雅 𠀋（秋水）
相 場 金 二（市ク）
佐 藤 広 久（共産）

議会運営委員会 
◎岩 谷 政 良（秋水）
工 藤 四 郎（秋水）
津 谷 　 聡（秋水）
鳥 井 　 修（希望）
佐 藤 広 久（共産）

○渡 辺 良 雄（市ク）
渡 辺 正 宏（秋水）
芦 田 晃 敏（希望）
松 田 豊 臣（公明）
佐 原 孝 夫（フォ21）

厚生委員会
◎齊 藤 　 勝（希望）
赤 坂 光 一（秋水）
津 谷 　 聡（秋水）
佐 藤 純 子（共産）
工 藤 新 一（社市）

○見 上 万里子（市ク）
小木田　喜美雄（秋水）
石 塚 秀 博（公明）
小 林 一 夫（フォ21）
倉 田 芳 浩（護憲）

建設委員会
◎佐 藤 哲 治（市み）
工 藤 四 郎（秋水）
花 田 清 美（市ク）
堀 井 明 美（公明）
小 原 　 讓（温修）

○佐 藤 宏 悦（秋水）
渡 辺 正 宏（秋水）
芦 田 晃 敏（希望）
鈴 木 　 知（共産）

委員会の新しい委員を紹介します

問答

問答

ドクターヘリ
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あ
き
た
市
議
会
だ
よ
り
No.
151

〒
０１０
︱

８５６０ 

秋
田
市
山
王
一
丁
目
１
番
１
号　

秋
田
市
議
会
事
務
局

電
話
０１８（
８６６
）２２３３ 

フ
ァ
ク
ス
０１８（
８６５
）７８５７ 

こ
の
冊
子
は
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す

委
員
長　

成

沢

淳

子

副
委
員
長　

津

谷
　

聡

見

上

万
里
子

齊

藤
　

勝

鈴

木
　

知

伊

藤

巧

一

　

市
長
選
後
初
の
定
例
会
で

は
、
市
政
の
方
向
性
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
編
集
委
員
会
も
新
体
制
で

す
。
市
議
会
と
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
か
け
橋
と
し
て
、
よ
り
よ

い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
一
同
）

（金額単位：円）

　　　　会派
項目　　　　 秋水会 市民クラブ 希望 公明党

秋田市議会
日本共産党
秋田市議会議員団

フォーラム
21

社会・市民
連合

護憲・わん
ぱくの会

市民の
みかた 合計

所属議員数 14 人 5 人 5 人 4 人 4 人 3 人 2 人 1 人 1 人 39 人

収
　
入

交付額 16,800,000 6,000,000 6,000,000 4,800,000 4,800,000 3,600,000 2,400,000 1,200,000 1,200,000 46,800,000
預金利子 616 222 307 21 233 101 157 24 70 1,751

会派繰入金 0 0 0 0 0 0 0 63,355 15,395 78,750
収入合計 16,800,616 6,000,222 6,000,307 4,800,021 4,800,233 3,600,101 2,400,157 1,263,379 1,215,465 46,880,501

支
　
　
　
出

研究研修費 3,519,230 419,200 999,600 1,073,330 166,727 51,630 1,000 284,560 145,910 6,661,187
調査旅費 3,147,589 1,732,985 1,938,095 1,479,485 744,960 1,103,622 307,319 39,740 182,580 10,676,375

資料作成費 1,765,680 169,000 469,254 651,174 0 183,821 288,036 24,659 0 3,551,624

資料購入費 1,230,324 758,891 233,547 374,055 311,106 513,465 309,734 145,433 15,700 3,892,255

広報費 1,390,904 2,053,040 0 0 1,839,511 883,754 0 349,477 735,958 7,252,644

広聴費 0 0 0 0 0 333,590 0 0 0 333,590

人件費 531,065 0 0 0 852,619 43,240 63,200 54,100 72,026 1,616,250

事務所費 0 0 0 0 0 0 0 16,890 0 16,890

事務費 2,127,724 505,248 418,272 677,488 341,933 420,660 278,801 348,496 63,221 5,181,843
支出合計 13,712,516 5,638,364 4,058,768 4,255,532 4,256,856 3,533,782 1,248,090 1,263,355 1,215,395 39,182,658

剰 余 金 3,088,100 361,858 1,941,539 544,489 543,377 66,319 1,152,067 24 70 7,697,843

【お問い合わせ先】議会事務局総務課　電話８６６－２２３２

平成24年度政務調査費科目別収支状況

政務調査費の使い道を公開しています

■一般質問者
川口雅𠀋・佐藤宏悦・菅原琢哉（秋
水会）、見上万里子（市民クラブ）、
齊藤勝（希望）、松田豊臣（公明党）、
佐藤純子（共産党）、佐原孝夫（フォー
ラム21）、工藤新一（社会・市民連
合）、小原讓（温修）

■日程
９月３日 本会議
　　12日～17日 本会議「一般質問」
 （土日祝日を除く）
　　18日～20日 常任委員会
　　26日 本会議

■本会議の全日程を生中継します
　本会議は、秋田ケーブルテレビ
(デジタル122ch) と、市議会ホーム
ページの動画配信により、全日程を
生中継しています。
　開始時間は午前10時を予定して
いますが、都合により
遅れることもあります
ので、ご了承ください。

９月定例会のお知らせ（予定）

　政務調査費（平成25年度からは「政務活動費」として交付）は、市議会議員が市政に役立つ調査研究を
するために必要な経費の一部として、市から市議会の会派に交付されています。金額は、議員一人に
付き月額10万円で、年度ごとに精算し、剰余金がある場合は市に返還されます。
　現在、平成22年度以降の政務調査費収支報告書を、領収書等も含めて公開して
います。閲覧を希望する方は、議会事務局総務課までお問い合わせください。
　なお、平成21年度以前の報告書については情報公開請求をしていただくことに
なります。

新
し
い
編
集
委
員
で
す

※日程および一般質問者は変更になることがありますので、議会事務局までご確認ください。
【お問い合わせ先】議会事務局議事課　電話８６６－２２３３


